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技術の開発が進められている。2006 年 10 月には、
ローレンスバークレー国立研究所環境エネルギー
技術部門のShih Ger Changらのグループは、既存
の大気汚染防止装置を利用して水銀を容易に捕捉
できる技術を開発したことを発表した。
　水銀を含む石炭を燃焼させた場合、排ガス中に
は水銀蒸気や酸化水銀が含まれる。粒子に付着し
やすく水溶性の酸化水銀は、既存の集じん装置や
湿式脱硫装置等の大気汚染防止装置でも捕捉でき
る。一方、水に対して不溶性の水銀蒸気は、既存
設備だけでは捕捉することができず、そのまま大
気に放出される。Chang らはこの問題に対して、
水銀蒸気を酸化することのできるハロゲンを含む
ガス酸化剤を排ガス中に吹き込む手法を用いた。
ガス酸化剤は、水銀蒸気を酸化水銀に変換すると
ともに、石炭の未燃焼炭素を含むフライアッシュ
（飛灰）にも吸着されて、フライアッシュ表面で水
銀蒸気を酸化して付着させる。水溶性の酸化水銀
や酸化水銀を付着したフライアッシュは、既存の
集じん装置や湿式脱硫装置でも捕捉できる。
　水銀は世界中を漂流する国境を越える問題であ
り、また、日本が将来、水銀含有量の多い石炭燃
料を使用せざるを得ない状況になる可能性も否め
ない。我が国においても、今後、このような水銀
捕捉技術の開発をより積極的に行うことが望まれ
る。世界的な水銀問題の解決に向けて日本発の技
術を展開していくことが望まれる。
参考：  http://criepi.denken.or.jp/jp/env/esrl/
conference/Coal%20Combustion.pdf
  http://www.lbl.gov/Science-Articles/Archive/
sabl/2006/Oct/2.html
